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決算概要

売上高 前年度⽐ +4.6%
営業利益 前年度⽐ +57.3%本業は増収増益本業は増収増益

投資有価証券評価損計上により
赤字決算

投資有価証券評価損計上により
赤字決算

財務体質の大幅改善財務体質の大幅改善

投資有価証券評価損 2.1億円
当期純損失 1.3億円
（親会社株主帰属分）

フリーキャッシュフロー＊14.1億円収入
（前期は5.5億円の支出）

⾃⼰資本⽐率 2.7ポイント改善
（2018年度 51.9% から 2019年度 54.6%に改善)

＊ フリーCF = 営業活動CF + 投資活動CF
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通期損益概況

（百万円） 2018年度 2019年度 前年度差 前年度⽐

純売上高 11,625 12,159 +533 +4.6%
売上総利益 3,007 3,505 +497 +16.6%

売上総利益率 25.9% 28.8% +2.9 pt.

営業利益 113 178 +65 +57.3%
営業利益率 1.0% 1.5% +0.5 pt.

経常利益 57 66 +9 +16.7%

当期純利益⼜は当期純損失
（親会社株主帰属分）

投資有価証券評価損 0 211 +211
投資有価証券評価損計上前

当期純利益

18 △133 △152 -

18 29 +11 +54.2%

本業では通期で増収増益を確保
株式市場における株価低迷による投資有価証券評価損等の影響で、当期純損失を計上

（参考）
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四半期別業績概況︓ 当第４四半期は⼤幅な営業利益増
当第３四半期︓消費税率引き上げ後の反動で大幅な減収減益
当第４四半期︓期末に新型コロナウイルスの感染拡大に伴う製品製造の遅延によりマイナス影響発生、

一方、単独・少人数世帯向け⽩物家電の伸⻑やポイントサービス市場で全⾃動コーヒーメーカーが貢献
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営業利益 +28.6%*

2019年度2018年度 2019年度2018年度

（百万円） （百万円）

+5.9%*

△17.4%*

△178

354

* 前年同期⽐伸⻑率
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商品ジャンル別通期売上⾼︓⽩物⼤型家電が増収に貢献
前期発売を開始してラインナップを拡充した単独・少人数世帯向け冷凍冷蔵庫・洗濯機・電⼦レンジ等が好調
ポイントサービス市場を中心に全⾃動コーヒーメーカーが増収に寄与

+108.9%*

（百万円）

※冷蔵庫︓ホテル向け冷蔵庫、
病院⽤冷蔵庫、
ポータブル冷温庫 他

全⾃動
コーヒーメーカー
CM-D465B

センサー付
フラット
オーブンレンジ
DR-E857B

+15.3%*

冷凍冷蔵庫
HRシリーズ

* 前年⽐伸⻑率
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販売チャネル別通期売上⾼︓ 家電量販チャネルが伸⻑
家電量販チャネル︓ 単独・少人数世帯向け商品ラインナップ拡充で増収に貢献
ギフト通販チャネル︓ ポイントサービス市場等の拡大により増収増益を確保

+23.8%*

（百万円）

* 前年⽐伸⻑率

+12.5%*

① 売上
+114
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通期営業利益 : 前年同期⽐増減要因分析

2018年度
営業利益

（百万円）
増益要因 減益要因

113

178
+114

+130

2019年度
営業利益

△186
△39

+25
+33

△12

②変動費 △95 ③固定費 +58

物流費増加等の影響を受ける一方、増収効果、利益率改善、固定費の圧縮で営業利益は前期⽐増益



9

連結貸借対照表
たな卸資産管理の強化で流動資産が効率化、⾦型投資などが減少
総資産の圧縮効果で⻑短借⼊⾦の返済を進め、財務体質が改善

2018年度末 2019年度末 増減 増減

873 1,066 192 仕⼊債務 200 205 4
2,432 2,402 △29 借⼊⾦ 2,543 2,061 △481
3,695 3,145 △550 その他 600 762 161

421 205 △216 流動負債 計 3,344 3,028 △315
7,423 6,819 △603 借⼊⾦ 2,000 1,587 △413

建物及び構築物 1,259 1,209 △50 その他 672 644 △28
⾦型 330 190 △139 固定負債 計 2,672 2,231 △441
土地 2,056 2,056 0 6,016 5,259 △756
その他 411 365 △45

4,057 3,822 △235 資本⾦＆剰余⾦ 3,576 3,576 0
371 296 △75 利益剰余⾦ 3,110 2,877 △232
668 644 △24 その他 △182 △131 50

固定資産 計 5,098 4,763 △334 6,504 6,322 △182
12,521 11,582 △938 12,521 11,582 △938

純資産合計
資産 合計 負債＆純資産 合計

流動資産 計

負債合計

有形固定資産
無形固定資産
投資その他資産

（百万円） （百万円）

現預⾦
売上債権
たな卸資産

その他

2018年度末 2019年度末
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連結キャッシュフロー計算書
フリーキャッシュフローが大幅に改善し、⾃⼰資本⽐率は前連結会計年度末⽐+2.7ポイント改善
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フリーCF ⾃⼰資本⽐率（百万円）
＊

＊ フリーCF = 営業活動CF + 投資活動CF

（百万円） 2018年度 2019年度 増減

税⾦等調整前当期純利益 57 △164 △222 
減価償却費 560 485 △74

売上債権の増減 253 10 △243
棚卸資産の増減 △640 553 +1,194
仕⼊債務の増減 △97 0 +97

その他資産負債の増減 △93 316 +409
その他 △42 332 +375

営業活動によるキャッシュフロー △1 1,535 +1,536
有形固定資産の取得 △494 △166 +328
無形固定資産の取得 △3 △21 △18

その他 △53 73 +127
投資活動によるキャッシュフロー △551 △115 +436

借⼊⾦の増減 199 △894 △1,094 
配当⾦の⽀払 △91 △99 △7

セール＆リース債務の増減額 △154 △169 △15 
財務活動によるキャッシュフロー △46 △1,163 △1,117 
現⾦等の増減額 △582 261 +844
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2021年2月期業績予想
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２０２１年２月期 業績予想
当社グループの経営方針︓ 『外部環境の変化に負けない強い企業体質づくりと利益重視の経営』

• お客様起点のこだわりの高付加価値商品開発の実践
• 商品ポートフォリオの最適化
• 原価低減・変動費の徹底した効率化
• サプライチェーンの強化による運転資本のさらなる効率化
• 事業成⻑のための戦略領域（戦略商品開発・ITインフラ・ブランディング）への投資
• 安定的かつ持続的な株主還元 （１株当たり年間配当 １１円 予想）

（百万円） 2018年度 2019年度 2020年度 前年度差 前年度⽐
実績 実績 業績予想

純売上高 11,625 12,159 12,200 +40 +0.3%

営業利益 113 178 250 +71 +39.9%
営業利益率 1.0% 1.5% 2.0% +0.5 pt.

経常利益 57 66 130 +63 +95.2%

当期純利益⼜は当期純損失
（親会社株主帰属分） 18 60 +193 -△133 ⿊字に回復

横ばい

収益性改善

収益性改善

※ 新型コロナウイルス感染拡⼤による経済への影響がさらに深刻化し、⻑期化した場合には、当社の連結業績に影響を与える可能性があります。
現時点では、その影響を合理的に⾒積もることは困難であるため、業績予想には織り込んでおりません。
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本資料に記載されている業績⾒通し等の将来に関する予測は、現時点において⼀般に認識されている経済・社会等の情勢および、当社が合理的
と判断した⼀定の前提に基づいて作成されておりますが、実際の業績等は様々な要因により変更される可能性があります。当社は新しい情報、
将来の出来事に基づきこれらの将来予測を更新する義務を負うものではありません。

ツインバード工業株式会社 経営企画本部 本部⻑ ⼩林 和則 (TEL︓0256-92-6111)ＩＲに関するお問い合わせ先

ツインバード工業株式会社 管理本部 本部⻑ 財務最高責任者 髙木 哲也 (TEL︓0256-92-6111)決算に関するお問い合わせ先


